
省
の
下
仁
、
息
の
遁
は
ん
限
り
は
と
本
化
的
自
費
の
下
じ

脊
に
負
ふ
重
き
任
務
を
果
す
ぺ
く
自
他
向
上
に
務
む
ぺ
き

争・
9
0

宗

組

の

御

生

涯
鈴

)I慎

暁

木

無
始
無
終
な
る
法
華
経
の
神
霊
が
、
無
始
無
終
を
岡
瞳

ご
せ
る
我
が
園
へ
出
現
せ
ん
ご
地
下
に
潜
み
、
時
の
来
た

る
を
待
も
居
給
ひ
し
な
り
。
折
し
も
如
来
の
金
言
「
不
遺

言
語
闘
詩
白
法
隠
浪
』
の
世
ど
は
守
れ
り
、
鳴
呼
「
言
諮

問
詩
白
法
一
隠
浅
』
果
せ
る
哉
、
国
史
上
よ
b
云
は
ん
は
、

一
天
寓
乗
の
大
君
を
中
心
ご
乙
、
源
平
二
氏
の
争
ム
あ
り

二
氏
漸
く
衰
ふ
る
や
最
後
に
北
保
氏
典
h
y
‘
承
久
の
大
乱

に
於
て
、
畏
〈
も
三
上
皇
を
流
し
、
一
帝
を
麿
乙
奉
る
が

如
〈
暴
虐
共
の
極
に
蓬
せ
り
。
次
に
偽
教
界
上
よ
b
遁
ぺ

ん
に
、
彼
の
博
敬
大
師
の
開
基
謹
問
先
れ
ざ
法
華
経
の
山

中
伊
ち
し
叡
山
も
、
惜
＝
し
い
か
な
慈
畳
、
安
然
、
恵
心
等
の
鎮

め
、
一
掬
幅
宗
ど
な
り
、
加
ふ
る
に
悶
城
寺
奈
良
の
枇
寺
問

と
じ
於
て
遂
に
言
諮
問
詩
の
費
を
嬬
じ
、
下
り
て
博
士
、
鵡

異
等
の
邪
宗
績
φ
流
布
し
、
哀
れ
法
華
経
乃
ち
一
大
白
法

は
隠
設
せ
ら
れ
た
り
。

所
謂
法
華
経
の
神
霊
が
世
じ
出
現
し
、
邪
宗
邪
法
を
掃

蕩
し
‘
朝
廷
の
神
事
を
長
へ
に
安
泰
せ
し
め
ん
時
は
来
れ

り
。
是
に
於
て
か
貞
臆
元
年
二
月
十
六
日
安
房
の
園
小
湊

の
浦
に
、
奇
異
瑞
想
に
ほ
り
弧
々
の
聾
を
畢
げ
し
一
男
子

こ
そ
、
末
法
五
濁
の
暗
を
照
し
本
化
上
行
の
再
誕
、
法
刊
本

経
の
擢
化
た
る
宗
組
日
蓮
大
菩
薩
た
h
3
0

上
人
の
困
位
は
法
華
経
の
神
霊
に
し
て
、
叉
出
現
の
因

縁
は
是
の
如
し
。
故
に
弘
教
じ
先
立
ち
大
廟
を
奉
ザ
し
、

弘
敢
に
入
り
で
は
盛
ん
じ
大
義
名
分
を
就
き
、
版
活
の
大

遣
を
明
か
に
し
、
北
健
一
一
肢
を
諌
暁
し
、
変
古
襲
来
を
議

知
し
‘
是
が
警
備
を
幕
府
民
迫
る
等
、
徹
一
凶
徹
尾
我
が
闘

韓
を
擁
護
し
拾
ひ
し
な
り
o

然
る
v
b

其
の
行
動
及
明
正
大
な
れ
が
故
、
悪
鬼
邪
紳
は

庭
も
に
之
が
妨
害
仁
着
手
せ
り
。
初
説
法
の
時
忽
も
束
傑

景
信
あ
り
、
鎌
倉
弘
敢
に
良
観
あ
り
、
内
管
領
卒
の
左
衛

門
の
幕
府
の
暴
威
を
笠
仁
し
法
身
に
迫
る
あ
り
、
英
の
他
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虎
の
威
を
椴
る
弘
共
絶
ね
ず
御
身
に
付
き
纏
ひ
し
は
寧
ろ

教
の
内
仁
は
あ
ら
ゴ
・
り
し
な
ら
ん
。

か
く
の
如
〈
守
れ
ば
‘
流
石
の
上
人
も
弘
敢
に
先
立
ち

大
廟
を
参
拝
乙
給
ひ
た
る
所
以
、
叉
我
が
園
さ
法
華
経
ご

両
側
一
体
守
る
所
以
を
朝
廷
に
奏
聞
し
給
ふ
御
限
な
か
り

き
、
尤
も
嘗
身
延
山
仁
龍
ら
せ
給
へ
し
後
九
ヶ
年
は
外
面

は
御
暇
有
b
し
が
如
く
窺
は
れ
た
れ
ぜ
、
此
の
時
は
蒙
古

担
増
治
に
壷
し
給
は
ざ
る
可
か
ら
ず
、
依
っ
て
御
暇
争
か
り

き
。
按
じ
給
ひ
蒙
古
襲
来
は
文
永
十
一
年
十
月
、
宗
組
漸

〈
嘗
山
の
雨
露
を
凌
ャ
可
き
御
庵
室
に
打
も
着
か
せ
給
ひ

し
時
・
争
b
B
o
叉
蒙
古
襲
来
の
終
仁
弘
安
四
年
に
し
て
上

人
の
減
を
示
京
せ
給
へ
る
前
年
の
事
な
b
き
。
苫
れ
ざ
御

暇
無
し
さ
て
之
を
放
棄

ι給
は
立
出
現
の
理
由
行
動
の
所

以
も
無
意
味
仁
終
ら
ん
。
是
故
上
人
は
之
を
以
て
出
世
の

恨
事
ご
し
、
常
仁
悲
し
み
給
ひ
し
也
。
時
は
今
や
困
難
は

掃
蕩
せ
ら
れ
た
れ
ば
早
入
滅
の
時
は
来
れ
ち
o
今
後
西
上

し
此
の
事
行
ひ
給
ふ
事
難
し
‘
此
蕗
仁
於
て
法
孫
経
一
麿

を
し
て
御
遺
託
ざ
な
り
し
な
h
y
o

頃
は
弘
安
五
年
十
月
十
三
日
暁
方
、
六
老
信
初
め
多
〈

の
法
弟
信
徒
に
包
ま
れ
、
玲
瑞
た
る
諦
経
の
聾
の
中
、
従

容
ご
し
て
永
き
眠
に
入
b
仁凶
H
b
o
大
上
人
の
御
生
涯
は

賓
に
正
法
を
以
て
宗
教
統
一
を
一
大
本
領
ご
し
、
粉
骨
砕

身
以
て
勤
王
仁
壷
せ
b
f」
云
ふ
可

ι、
終
り
に
上
人
の
御

人
格
を
通
ぶ
れ
ば
、
上
人
は
臆
は
頗
る
大
に
し
て
、

vUは

極
め
℃
少
か
り
き
。
折
伏
を
行
乙
給
ふ
時
は
獅
子
奮
迅
の

勢
に
し
て
執
樺
も
諸
侯
も
眠
中
じ
な
し
、
是
れ
頗
る
騰
の

大
な
る
所
あ
り
。
揖
受
を
行
じ
給
ふ
時
は
田
夫
野
人
も
其

の
徳
に
懐
〈
、
是
れ
心
の
極
め
て
小
守
る
所
な
b
、
其
の

外
に
両
親
を
慕
ひ
給
ム
事
六
十
の
齢
を
累
ね
猶
ほ
小
児
の

如
〈
、
師
を
議
し
給
ふ
事
其
の
死
後
備
ほ
墓
じ
書
を
懸
け

生
前
を
偲
び
給
ひ
、
義
に
勇
み
で
は
四
傑
島
市
吾
に
代
り
其

の
主
君
を
諌
め
給
ふ
。
更
仁
慈
悲
溢
れ
乗
馬
じ
潤
ひ
、
情

意
凝
り

τ敵
人
仁
及
び
、
弟
子
を
薫
育
す
る
等
終
始
一
貫

三
十
年
一
日
の
如
し
。

暗
宗
姐
大
上
人
今
や
入
滅
し
給
へ

b
ご
雌
も
、
其
れ
而

賓
不
滅
度
た
b
’o
嘱
而
賓
不
滅
度
た
る
宗
姐
哉
。
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